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阪大近代文学研究 21（2023.3） 

 

岩
藤
雪
夫
の
挑
戦 

―
―
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
と
「
赤
い
灯
」
を
中
心
に
―
― 

レ
ッ
キ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム 

 

は
じ
め
に 

 

蔵
原
惟
人
は
「
最
近
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
学
と
新
作
家
」
（
『
改

造
』
一
九
二
九
年
新
年
号
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

 

過
去
の
文
壇
か
ら
解
決
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
た
重
要
な
る
諸

問
題

―
所
謂
「
芸
術
的
価
値
」
の
問
題
、
形
式
と
内
容
と

の
問
題
、
文
芸
批
評
の
問
題
、
芸
術
性
と
大
衆
性
と
の
問
題
、

等
々
の
一
般
的
文
学
的
諸
問
題
が
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
文
学
の
で

は
な
く
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
学
の
陣
営
内
に
於
い
て
、
理

論
的
に
、
ま
た
実
践
的
に
、
初
め
て
正
当
に
解
決
さ
れ
ん
と

し
て
ゐ
る 

 

蔵
原
が
こ
こ
で
挙
げ
て
い
る
「
文
芸
批
評
の
中
心
的
問
題
」（
１
）

は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
学
の
陣
営
」
に
留
ま
ら
ず
、
昭
和
初
期
の

新
興
文
学
全
体
、
あ
る
い
は
全
文
壇
を
巻
き
込
ん
だ
問
題
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
中
で
も
、
蔵
原
の
言
う
「
形
式
と
内
容
と
の
問

題
」
は
形
式
主
義
文
学
論
争
、「
芸
術
性
と
大
衆
性
と
の
問
題
」
は

芸
術
大
衆
化
論
争
、
と
や
は
り
評
論
上
の
論
争
と
し
て
文
学
史
に

刻
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
評
論
と
共
に
、「
形
式
と
内

容
」
や
「
芸
術
性
と
大
衆
性
」
の
鬩
ぎ
合
い
を
視
野
に
収
め
た
中

間
的
も
し
く
は
越
境
的
な
創
作
が
多
く
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
は
、

「
芸
術
大
衆
化
論
争
を
念
頭
に
置
い
て
な
さ
れ
た
」
、「
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
の
〈
交
通
／
混
血
〉
の
試
み
」
を
明
ら
か
に
し
た
竹
内
瑞

穂
論
の
よ
う
な
一
部
の
研
究
を
除
け
ば
（
２
）
、
従
来
の
研
究
史
で
は

ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
論
で
は
、
芸
術
大
衆
化

論
争
だ
け
で
な
く
形
式
主
義
文
学
論
争
も
研
究
対
象
に
加
え
、
こ

の
二
つ
の
鬩
ぎ
合
い
か
ら
生
ま
れ
た
具
体
的
な
作
例
と
し
て
、『
文

芸
戦
線
』
同
人
・
岩
藤
雪
夫
の
小
説
を
考
察
し
た
い
。 

浦
西
和
彦
は
「
代
作
問
題
を
起
こ
す
ま
で
の
岩
藤
雪
夫
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
な
か
で
、
最
も
意
欲
的
に
大
き
な
題
材
に
果

敢
に
挑
戦
し
た
作
家
で
あ
っ
た
」
と
研
究
の
中
で
「
岩
藤
」
と
「
題

材
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
３
）
。
様
々
な
材
料
に
挑
む
前
向
き
な

姿
勢
は
、
岩
藤
本
人
の
言
説
に
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
」
の
材
料
は
、
必
ず
し
も
、
プ
ロ
レ



 

 

タ
リ
ア
の
生
活
の
み
を
対
象
と
す
る
必
要
が
な
い
。
た
だ
、

そ
れ
が
た
め
の
必
要
条
件
は
、
材
料
の
整
理
、
観
察
、
描
写

に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
透
徹
せ
る
階
級
意
識
で
あ
る

（
４
）
。 

 

し
か
し
、
横
光
利
一
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、〈
材
料
〉
と
は
そ
も

そ
も
〈
文
字
列
〉
に
よ
っ
て
生
じ
る
、「
外
面
形
式
の
裏
に
潜
ん
だ

内
面
形
式
」（
５
）

に
過
ぎ
な
い
。
本
論
で
は
、
岩
藤
の
小
説
の
「
外

面
形
式
」
即
ち
表
現
方
法
に
着
目
し
、「
芸
術
性
と
大
衆
性
」
の
鬩

ぎ
合
い
を
視
野
に
収
め
た
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
（
『
新
青
年
』

一
九
三
一
年
十
月
号
）
と
、「
形
式
と
内
容
」
の
鬩
ぎ
合
い
を
視
野

に
入
れ
た
「
赤
い
灯
」
（
『
創
作
月
刊
』
一
九
二
九
年
一
月
号
）
を

見
る
こ
と
に
よ
り
、
岩
藤
雪
夫
の
作
家
的
歩
み
と
共
に
、
発
表
当

時
の
文
壇
の
混
沌
と
ジ
ャ
ン
ル
の
混
淆
に
光
を
当
て
た
い
。 

 

一
、
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
に
お
け
る 

〈
階
級
性
〉
と
〈
大
衆
性
〉 

 

現
在
、
「
鉄
」
（
『
文
芸
戦
線
』
一
九
二
九
年
三
月
号
）
や
「
賃
金

奴
隷
宣
言
」
（
『
文
芸
戦
線
』
一
九
二
九
年
九
月
～
十
二
月
号
）
に

代
表
さ
れ
る
岩
藤
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
は
、
読
ま
れ
る
こ
と
も
、

研
究
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
一
方
、
岩
藤
の
探

偵
小
説
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
（
『
新
青
年
』
一
九
三
一
年
十
月

号
）
は
、『
新
青
年
』
傑
作
集
と
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
集
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
作
品
集
に
収
め
ら
れ
（
６
）
、
今
も
読
ま
れ
続
け
て
い
る
。

あ
ら
す
じ
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

語
り
手
の
「
私
」
が
勤
め
て
い
る
駅
の
機
関
庫
に
、「
人
喰
汽
関

車
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
機
関
車
が
あ
る
。
十
年
前
、
「
私
」
が
ま
だ

機
関
助
手
見
習
い
を
し
て
い
た
頃
、
機
関
手
・
兒
玉
の
半
焼
け
死

体
が
こ
の
機
関
車
の
炉
口
の
中
で
見
つ
か
り
、
失
踪
し
た
助
手
見

習
い
の
三
浦
三
平
の
上
着
等
が
海
岸
で
発
見
さ
れ
た
為
、
三
浦
が

兒
玉
を
殺
し
て
投
身
自
殺
し
た
と
推
測
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
或

る
日
、
死
ん
だ
筈
の
三
浦
か
ら
の
手
紙
が
「
私
」
の
妻
の
実
家
に

届
き
、
こ
の
謎
の
事
件
の
真
相
が
明
ら
か
に
な
る
。
三
浦
が
恋
心

を
寄
せ
て
い
た
お
京
に
兒
玉
が
無
理
矢
理
キ
ス
を
迫
っ
た
た
め
、

三
浦
は
兒
玉
と
取
っ
組
み
合
い
に
な
り
、
兒
玉
を
誤
っ
て
殺
し
て

し
ま
っ
た
。
三
浦
は
機
関
車
の
発
車
時
に
兒
玉
の
死
体
を
炉
口
に

投
げ
込
ん
だ
が
、
機
関
車
が
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
て
三
浦
が
煙
に
咽

せ
る
と
、
彼
は
仕
方
な
く
顔
を
炉
口
に
突
き
出
し
、
燃
え
て
い
る

兒
玉
の
死
体
と
対
面
し
て
し
ま
っ
た
。
三
浦
は
あ
ま
り
の
恐
ろ
し

さ
に
声
を
上
げ
、
死
ぬ
決
心
で
運
転
台
か
ら
下
の
海
に
飛
び
降
り

た
。
し
か
し
、
三
浦
は
一
命
を
取
り
留
め
、
そ
の
後
は
十
年
近
く
、

法
の
網
を
逃
れ
続
け
て
い
る
。
実
際
、
兒
玉
が
会
社
の
ス
パ
イ
で

全
日
本
鉄
道
従
業
員
組
合
の
活
動
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
の

で
、
三
浦
は
彼
を
殺
し
た
こ
と
に
罪
悪
感
を
持
た
ず
、
労
働
者
の

時
代
が
来
た
ら
き
っ
と
罪
を
許
し
て
も
ら
え
る
と
信
じ
て
い
る
。



 

 

こ
の
手
紙
を
読
ん
だ
「
私
」
は
、
三
浦
に
対
し
て
感
謝
と
称
賛
の

念
を
抱
く
。「
私
」
は
三
浦
の
手
紙
に
も
出
て
く
る
「
組
の
仕
事
に

熱
心
な
」
長
持
と
い
う
男
で
、
今
や
お
京
の
夫
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。 

昭
和
初
期
の
左
翼
作
家
が
書
い
た
探
偵
小
説
の
中
で
は
「
人
を

喰
つ
た
機
関
車
」
が
「
出
色
」
で
あ
る
と
、
戦
後
に
な
っ
て
中
島

河
太
郎
は
本
作
を
逸
早
く
再
評
価
し
た
（
７
）
。
し
か
し
、
最
も
再
評

価
に
尽
力
し
た
人
物
は
推
理
小
説
作
家
の
鮎
川
哲
也
で
あ
っ
た
。 

 

作
者
が
発
表
誌
の
性
格
を
考
慮
し
て
、
非
専
門
作
家
で
あ

り
な
が
ら
、
探
偵
小
説
に
一
歩
で
も
近
づ
い
た
も
の
を
書
こ

う
と
し
た
努
力
を
評
価
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
苦
心
の
痕
は
、

十
年
む
か
し
の
殺
人
事
件
の
真
相
が
割
れ
て
い
く
過
程
の
描

き
方
や
、
そ
れ
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
の
筋
立

て
の
工
夫
な
ど
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
（
８
）
。 

 

本
節
で
は
、「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
と
、
先
行
研
究
で
は
一
度

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
そ
の
原
作
「
十
二
月
の
記
憶
」
（
『
改

造
』
一
九
三
〇
年
十
二
月
号
）
を
比
較
す
る
事
に
よ
り
、
岩
藤
が

「
探
偵
小
説
に
一
歩
で
も
近
づ
い
た
も
の
を
書
こ
う
と
し
た
」
工
夫

に
つ
い
て
考
え
た
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
大
正
期
か
ら
継
続
的
に

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
陣
営
内
で
議
論
さ
れ
続
け
て
き
た
「
芸
術
性
と
大

衆
性
と
の
問
題
」
を
岩
藤
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
い
か
に
し
て
そ

の
中
間
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
と
探
偵
小
説
の
越
境
）
の
道
を
切

り
拓
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

鮎
川
に
よ
る
と
、
岩
藤
が
『
新
青
年
』
と
関
わ
り
を
持
っ
た
直

接
の
き
っ
か
け
は
、
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
（
一
九
二
七
年
四
月
号
）

等
を
本
誌
に
発
表
し
た
葉
山
嘉
樹
で
あ
っ
た
（
９
）
。
し
か
し
、
「
人

を
喰
つ
た
機
関
車
」
が
書
か
れ
た
背
景
を
理
解
す
る
に
は
、
一
九

三
一
年
の
『
文
戦
』
同
人
、
と
り
わ
け
前
田
河
広
一
郎
、
葉
山
嘉

樹
、
岩
藤
雪
夫
の
置
か
れ
た
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
代

作
問
題
と
乱
闘
事
件
に
よ
り
社
会
的
信
用
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た

文
戦
派
は
、
一
九
三
一
年
に
機
関
誌
名
を
『
文
芸
戦
線
』
か
ら
『
文

戦
』
に
改
題
し
、
勢
力
挽
回
を
図
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
評
判
は
決

し
て
芳
し
く
な
か
っ
た
。
前
田
河
・
葉
山
・
岩
藤
の
三
人
は
、
こ

の
二
大
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
て

い
る
が
、
中
で
も
小
説
の
「
工
場
労
働
者
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九

三
〇
年
三
月
号
）
と
「
訓
令
工
事
」
（
『
改
造
』
同
年
六
月
号
）
が

代
作
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
、
黒
島
伝
治
等
の
文
戦
派
脱
退
を
め

ぐ
る
監
禁
・
乱
闘
事
件
で
日
本
刀
を
振
り
回
し
て
大
暴
れ
し
た
岩

藤
は
、
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
た
（
１
０
）
。
そ
の

打
開
策
と
し
て
か
、
三
人
は
ま
る
で
申
し
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に

一
九
三
一
年
に
探
偵
小
説
風
の
作
品
を
発
表
し
た
。 

葉
山
嘉
樹
は
「
優
秀
船
『
狸
』
丸
」
（
『
改
造
』
四
月
号
）
、
前
田

河
広
一
郎
は
「
労
働
者
ジ
ヨ
ウ
・
オ
・
ブ
ラ
イ
ン
の
死
」
（
『
新
青

年
』
十
二
月
号
）
と
い
っ
た
ミ
ス
テ
リ
ー
風
の
小
説
を
書
い
た
。



 

 

な
お
、
前
田
河
は
、
エ
ッ
セ
イ
「
探
偵
小
説
は
行
詰
ら
な
い
」
（
同

誌
同
年
月
）
を
執
筆
し
、
そ
の
中
で
「
警
察
・
探
偵
イ
コ
ー
ル
善
」

「
犯
人
イ
コ
ー
ル
悪
」
「
事
件
は
必
ず
解
決
す
る
」
と
い
っ
た
探
偵

小
説
の
常
識
に
異
議
を
唱
え
、
作
者
の
世
界
観
に
よ
っ
て
犯
罪
の

見
方
が
変
わ
る
と
主
張
し
た
。 

 

一
人
の
作
家
が
「
犯
罪
」
と
見
る
も
の
を
、
他
の
作
家
が

「
社
会
悲
劇
」
と
見
る
こ
と
も
あ
ら
う
し
ま
た
第
三
の
作
家
は

「
国
際
問
題
」
と
も
見
做
し
得
る
で
あ
ら
う
。 

 

「
労
働
者
ジ
ヨ
ウ
・
オ
・
ブ
ラ
イ
ン
の
死
」
は
ア
メ
リ
カ
の
未
解

決
テ
ロ
事
件
を
「
犯
人
を
挙
げ
な
い
」
犯
罪
小
説
と
し
て
虚
構
化

し
た
作
品
で
、
「
優
秀
船
『
狸
』
丸
」
は
日
本
郵
船
・
龍
田
丸
で
起

き
た
殺
人
事
件
を
「
犯
人
の
な
い
」
犯
罪
小
説
と
し
て
虚
構
化
し

た
も
の
で
あ
る
。
実
在
事
件
を
元
に
書
か
れ
た
こ
の
二
作
に
は
、

当
時
人
気
絶
頂
だ
っ
た
実
話
文
学
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
は
、
こ
の
二
作
と
い
く
つ
か
の
類
似
点

を
有
し
て
い
る
。
「
優
秀
船
『
狸
』
丸
」
で
も
、
殺
人
事
件
の
被
害

者
は
「
会
社
の
ス
パ
イ
」
で
殺
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
悪
人
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
犯
人
の
な
い
前
田
河
と
葉
山
の
小
説

と
は
違
い
、
岩
藤
は
事
件
の
犯
人
を
特
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
犯
人
は
「
警
察
に
捕
ま
る
悪
人
」
で
は
な
く
、
法
網
を
く
ぐ

る
の
に
成
功
し
、
労
働
組
合
の
発
展
を
可
能
に
し
た
英
雄
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。 

 

彼
は
私
た
ち
の
仲
間
の
尊
い
犠
牲
者
で
す
。
何
故
な
ら
、

兒
玉
が
い
な
く
な
つ
て
か
ら
の
こ
の
駅
の
従
業
員
は
小
さ
い

な
が
ら
も
全
日
本
鉄
道
従
業
員
組
合
支
部
再
建
の
た
め
に

着
々
と
歩
を
進
め
て
ゐ
る
か
ら
で
す
。
彼
は
一
つ
の
邪
魔
も

の
を
消
し
て
呉
れ
た
の
で
す
。 

 

こ
の
結
末
に
、
岩
藤
本
人
の
世
界
観
が
色
濃
く
出
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
前
田
河
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
一
人
の
作
家
が
「
犯

罪
者
」
と
見
る
も
の
を
、
岩
藤
雪
夫
が
「
犠
牲
者
」
「
英
雄
」
と
見

て
い
る
の
で
あ
る
。 

一
方
、「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
で
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
事
件

は
、
今
の
と
こ
ろ
、
当
時
の
新
聞
で
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
架

空
の
事
件
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
岩
藤
は
実
在
事

件
を
題
材
に
し
た
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小

説
を
改
作
し
た
の
で
あ
る
。 

岩
藤
は
一
九
三
一
年
に
四
作
を
『
新
青
年
』
に
発
表
し
た
が
、

最
初
に
発
表
し
た
「
貯
金
を
し
た
ボ
ー
イ
」（
一
月
号
）
を
除
け
ば
、

全
て
彼
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
の
改
作
も
し
く
は
一
部
で
あ
る
。

「
海
の
伝
説
」
（
六
月
号
）
の
前
半
は
「
海
の
怪
」
（
『
週
刊
朝
日
』

一
九
二
九
年
七
月
二
十
八
日
）
と
同
内
容
で
、「
お
フ
ク
さ
ん
」（
十

月
号
）
は
「
組
織
だ
よ
り
」
（
『
文
芸
戦
線
』
一
九
三
一
年
十
月
号
）



 

 

の
一
部
で
あ
る
。
一
方
、
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
が
「
十
二
月
の

記
憶
」
の
第
四
章
「
汽
鑵
車
」
を
基
に
書
か
れ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
が
、
大
幅
な
加
筆
・
改
稿
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
の
「
十
二
月
の
記
憶
」
と
は
全
く
異
な
っ
た

印
象
を
与
え
る
作
品
に
な
っ
て
い
る
。 

佐
藤
元
状
は
『
グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン 

あ
る
映
画
的
人
生
』（
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）
の
中
で
、
芸
術
と
娯
楽
の

「
間
に
収
ま
る
」
イ
ギ
リ
ス
の
「
ミ
ド
ル
ブ
ラ
ウ
」
概
念
に
言
及
し

て
い
る
（
１
１
）
。
岩
藤
が
『
文
戦
』
同
人
と
し
て
活
躍
し
た
時
代
、

こ
の
よ
う
な
概
念
は
日
本
で
は
ま
だ
未
確
立
だ
っ
た
が
、
自
ら
の

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
に
大
衆
文
化
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
と
探
偵
小
説
の
「
間
に
収
ま
る
」
作

風
へ
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
岩
藤
の
挑
戦
は
、
現
代
の
目
か

ら
見
れ
ば
、〈
ミ
ド
ル
ブ
ラ
ウ
小
説
〉
へ
の
挑
戦
と
し
て
評
価
で
き

る
。
そ
の
最
も
成
功
し
た
例
が
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
で
あ
る
。 

「
十
二
月
の
記
憶
」
で
は
、
工
場
労
働
者
の
「
或
る
男
」
が
十
二

月
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
記
憶
を
振
り
返
る
形
で
物
語
が
進
行
す
る
。

第
四
章
の
「
汽
鑵
車
」
で
は
屍
が
汽
関
車
の
炉
口
に
投
げ
込
ま
れ

て
燃
え
る
事
件
、
第
五
章
「
仲
間
を
殺
す
」
で
は
工
場
労
働
者
が

機
械
に
巻
き
込
ま
れ
て
右
腕
を
捥
が
れ
る
事
故
が
描
か
れ
て
い
る
。

ど
ち
ら
の
章
で
も
、「
私
た
ち
が
全
く
機
械
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
溶
け

合
つ
て
し
ま
ふ
時
」
は
死
と
身
体
の
破
砕
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作
品
の
代
表
例

と
し
て
、
葉
山
嘉
樹
の
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」
（
『
文
芸
戦

線
』
一
九
二
六
年
一
月
号
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
も
っ

と
早
い
作
例
に
は
細
井
和
喜
蔵
の
「
或
る
機
械
」
（
『
種
蒔
く
人
』

一
九
二
二
年
五
月
号
）
が
あ
る
。「
或
る
機
械
」
で
は
工
場
労
働
者

が
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
て
左
腕
を
失
う
が
、「
仲
間
を
殺
す
」
の
あ

ら
す
じ
に
も
事
故
の
生
々
し
い
描
写
に
も
こ
の
作
品
と
多
く
の
共

通
点
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
機
関
手
が
焼
殺
さ
れ
た
時
刻
に
な
る

と
唸
る
」「
人
喰
汽
関
車
」
を
ま
る
で
魔
物
の
よ
う
に
描
く
「
人
を

喰
つ
た
機
関
車
」
の
冒
頭
に
も
、
機
械
を
「
血
に
飢
え
た
猛
獣
」

に
譬
え
る
「
或
る
機
械
」
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

し
か
し
、
岩
藤
は
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
に
お
い
て
た
だ
単

に
機
械
の
殺
人
性
を
強
調
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
機
械
は
近

代
文
明
の
象
徴
で
も
あ
り
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
も
好
ま
れ
た
題
材
、

す
な
わ
ち
モ
ダ
ン
な
大
衆
文
化
メ
デ
ィ
ア
『
新
青
年
』
に
も
相
応

し
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
１
２
）
。
岩
藤
は
「
近
代
化
」
と
「
非

人
間
化
」
と
い
う
〈
機
械
〉
の
両
義
性
を
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
ら
し
さ
と
『
新
青
年
』
ら
し
さ
を
同
時
に
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、〈
鉄
道
〉
と
い
う
舞
台
設
定
に

も
、
労
働
現
場
の
「
階
級
性
」
の
み
な
ら
ず
、
当
時
は
世
界
で
爆

発
寸
前
だ
っ
た
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
の
「
大
衆
性
」
へ
の
注
目
も
あ

っ
た
筈
で
あ
る
。 

原
口
隆
行
の
『
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
の
系
譜
』（
交
通
新
聞
社
、
二

〇
一
六
年
）
に
よ
る
と
、
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
と
い
う
サ
ブ
ジ
ャ
ン



 

 

ル
は
、
逸
早
く
産
業
革
命
を
果
た
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
た
。

史
上
初
の
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
を
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
怪

奇
小
説
「
信
号
手
」
（
一
八
六
六
年
）
と
す
る
派
と
、
ア
ー
サ
ー
・

コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の
推
理
小
説
「
消
え
た
臨
時
列
車
」（
一
八
九
八

年
）
と
す
る
派
に
分
か
れ
て
い
る
。
大
正
期
に
入
る
と
、
イ
ギ
リ

ス
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
作
家
に
よ
っ
て
多
く
の
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー

が
生
み
出
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
で
も
、
鉄
道
ミ
ス
テ

リ
ー
あ
る
い
は
電
車
や
鉄
道
を
舞
台
と
し
た
探
偵
小
説
は
江
戸
川

乱
歩
、
本
田
緒
生
、
甲
賀
三
郎
、
葛
山
二
郎
な
ど
の
作
家
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
。 

し
か
し
、「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
が
発
表
さ
れ
た
一
九
三
一
年

に
は
、
今
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
の
サ
ブ
ジ
ャ

ン
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー

ン
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
特
急
』
が
発
表
さ
れ
た
の

は
そ
の
翌
年
の
一
九
三
二
年
で
、
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
の
代
表

作
『
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
の
殺
人
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
三
年
後
の

一
九
三
四
年
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
日
本
で
も
、「
鮎
川
哲
也
、
松

本
清
張
、
西
村
京
太
郎
ら
の
先
駆
を
成
す
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
」（
１
３
）

と
さ
れ
て
い
る
蒼
井
雄
の
『
船
富
家
の
惨
劇
』（
春
秋
社
、
一
九
三

六
年
）
の
刊
行
は
そ
の
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
人
を

喰
つ
た
機
関
車
」
を
一
九
三
〇
年
代
の
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ブ
ー

ム
の
先
駆
的
な
作
品
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
機
械

に
よ
る
肉
体
破
砕
を
描
く
「
或
る
機
械
」
や
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中

の
手
紙
」
の
よ
う
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
の
系
譜
を
辿
り
な
が
ら
、

探
偵
小
説
文
壇
で
人
気
爆
発
寸
前
の
「
鉄
道
も
の
」
に
目
を
つ
け

た
岩
藤
の
慧
眼
は
評
価
で
き
よ
う
。 

一
方
、「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
の
作
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
探

偵
奇
譚
ジ
ゴ
マ
」（
フ
ラ
ン
ス
、
一
九
一
一
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
、

進
行
中
の
列
車
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ン
を
取
り
入
れ
た
無
声
映

画
は
人
気
を
博
し
た
。 

 

そ
の
十
年
前
の
出
来
事
と
い
ふ
の
が
如
何
に
も
突
飛
で
外

国
の
探
偵
小
説
に
で
も
あ
り
さ
う
な
感
じ
で
し
た
。
ま
る
で

ジ
ゴ
マ
式
で
す
。 

 

凶
賊
ジ
ゴ
マ
と
探
偵
ポ
ー
ラ
ン
の
対
決
を
描
い
た
「
探
偵
奇
譚

ジ
ゴ
マ
」
は
子
供
達
を
中
心
に
日
本
で
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻

き
起
こ
し
、
翌
年
の
一
九
一
二
年
に
続
編
、
日
本
版
、
そ
し
て
「
ジ

ゴ
マ
探
偵
小
説
」
は
次
々
に
発
表
さ
れ
た
が
、
一
九
〇
二
年
生
ま

れ
の
岩
藤
雪
夫
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
ジ
ゴ
マ
世
代
に
当
た
る
。
な
お
、

「
探
偵
奇
譚
ジ
ゴ
マ
」
に
は
ジ
ゴ
マ
が
進
行
中
の
列
車
か
ら
飛
び
降

り
て
逃
げ
る
シ
ー
ン
が
あ
り
（
１
４
）
、
三
浦
三
平
が
機
関
車
の
運
転

台
か
ら
飛
び
降
り
る
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
の
場
面
の
モ
デ
ル

に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、「
犯
人
の
出
没
を
描
く
こ
と
密
に
し
て
犯
罪
の
径
路
を
叙

す
る
こ
と
に
努
め
」
た
ジ
ゴ
マ
探
偵
小
説
は
、
「
ジ
ゴ
マ
」
「
悪
魔



 

 

バ
ト
ラ
」「
自
働
車
強
盗
ボ
ン
ノ
ー
」
な
ど
の
犯
罪
者
が
子
供
た
ち

の
人
気
者
に
な
り
、
ジ
ゴ
マ
映
画
と
同
様
、「
犯
罪
趣
味
を
鼓
吹
す

る
」
も
の
と
し
て
一
部
の
大
人
た
ち
か
ら
非
難
を
浴
び
た
（
１
５
）
。

「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
で
殺
人
事
件
の
犯
人
を
組
合
運
動
の
英
雄

と
し
、
被
害
者
を
会
社
の
ス
パ
イ
と
し
て
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
探

偵
小
説
の
従
来
の
善
悪
構
図
を
逆
転
さ
せ
た
岩
藤
は
、「
十
二
月
の

記
憶
」
の
第
四
章
を
探
偵
小
説
風
に
書
き
直
し
た
際
、「
被
治
者
階

級
を
圧
服
す
る
法
の
『
権
威
』
」
を
無
批
判
に
肯
定
す
る
も
の
と
し

て
前
田
河
広
一
郎
に
批
判
さ
れ
た
（
１
６
）

乱
歩
た
ち
の
い
わ
ゆ
る

「
国
産
探
偵
小
説
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
ジ
ゴ
マ
探
偵
小
説
」
の

よ
う
な
ピ
カ
レ
ス
ク
小
説
を
モ
デ
ル
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
に
見
ら
れ
る
工
夫
と
し
て
、
中
島
河
太

郎
は
「
奇
抜
な
死
体
処
理
方
法
に
恋
愛
」（
１
７
）
、
鮎
川
哲
也
は
「
筋

立
て
の
工
夫
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
鮎
川
の
指
摘
に
注
目
し

た
い
。
岩
藤
が
活
躍
し
た
時
代
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
で
は
、
筋

立
て
の
面
白
さ
よ
り
も
、
目
的
意
識
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
レ
ア
リ

ズ
ム
が
重
視
さ
れ
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
年
の

『
戦
旗
』
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
中
央
委
員

会
の
「
芸
術
大
衆
化
に
関
す
る
決
議
」
で
は
、「
題
材
と
は
か
け
離

れ
た
『
面
白
さ
』
の
要
素
を
加
へ
る
と
い
ふ
こ
と
は
全
く
誤
謬
で

あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
１
８
）
。 

「
十
二
月
の
記
憶
」
は
、
六
つ
の
断
片
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
新
た

な
時
代
の
到
来
を
説
く
第
七
章
を
付
け
加
え
た
の
み
で
、
丁
寧
に

筋
立
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
第
四
章
「
汽
鑵
車
」
も
、
鉄
道

省
大
井
工
場
の
組
長
・
大
岡
権
次
郎
が
機
関
士
・
小
菅
の
乱
暴
な

仕
事
ぶ
り
を
経
営
課
長
に
告
げ
口
し
、
そ
れ
に
腹
を
立
て
た
小
菅

は
鉄
パ
イ
プ
の
一
撃
で
大
岡
を
殺
し
て
機
関
車
の
フ
ァ
ー
ネ
ス
に

投
げ
込
む
と
い
う
、
特
に
捻
り
の
な
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
一

方
、
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
で
は
、
機
関
手
の
兒
玉
が
殺
さ
れ
、

助
手
見
習
い
の
三
浦
が
失
踪
し
、
投
身
自
殺
し
た
と
思
わ
れ
て
い

た
十
年
前
の
事
件
の
真
相
が
、
語
り
手
の
妻
の
実
家
に
届
い
た
手

紙
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
、
と
プ
ロ
ッ
ト
は
綿
密
に
組
み
立
て
ら

れ
て
い
る
。
前
述
の
ド
イ
ル
の
「
消
え
た
臨
時
列
車
」
で
も
、
列

車
が
乗
客
ご
と
消
え
る
事
件
の
真
相
が
、
八
年
後
の
犯
人
の
告
白

に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
る
展
開
に
な
っ
て
お
り
、「
人
を
喰
つ
た
機
関

車
」
が
こ
の
先
行
作
品
の
手
法
を
踏
襲
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。 

こ
の
手
法
が
、
語
り
の
工
夫
を
可
能
に
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

「
汽
鑵
車
」
の
中
に
も
、
「
私
は
小
菅
汽
関
士
自
身
に
成
り
変
つ
て

話
を
進
め
よ
う
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
犯
人
・
小
菅
の
一
人
称

語
り
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
、「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
で

は
、
語
り
は
長
持
の
一
人
称
語
り
か
ら
三
浦
三
平
の
手
紙
形
式
の

語
り
に
変
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
長
持
が
「
読
者
諸
君
」
に
話
し

か
け
る
場
面
、
三
浦
が
「
飯
屋
の
を
ぢ
さ
ん
」
（
お
京
の
父
親
）
に

話
し
か
け
る
場
面
、
三
浦
の
殺
人
動
機
が
曖
昧
で
信
用
で
き
な
い

語
り
手
に
な
っ
て
い
る
場
面
等
、
語
り
の
工
夫
が
多
く
な
さ
れ
て



 

 

い
る
。 

「
十
二
月
の
記
憶
」
と
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
の
も
う
一
つ
の

大
き
な
違
い
は
、
殺
人
の
〈
動
機
〉
に
あ
る
。
「
汽
鑵
車
」
で
は
、

動
機
は
殺
人
事
件
の
前
に
明
か
さ
れ
て
お
り
、「
小
菅
が
汽
関
車
を

乱
暴
に
取
り
扱
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
経
営
課
長
に
大
岡
が
つ
げ
口
し

た
こ
と
に
原
因
し
て
ゐ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
人
を
喰
つ

た
機
関
車
」
で
は
、
事
件
の
後
に
殺
人
の
動
機
が
二
つ
明
か
さ
れ

る
が
、
ど
ち
ら
が
主
な
動
機
か
は
最
後
ま
で
判
然
と
し
な
い
。
三

浦
は
、
兒
玉
を
誤
っ
て
殺
し
た
、
と
お
京
へ
の
恋
心
を
強
調
し
、

兒
玉
へ
の
殺
意
を
否
定
す
る
。
一
方
、
兒
玉
が
会
社
の
ス
パ
イ
で

組
合
の
活
動
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
繰
り
返
し
強
調

さ
れ
て
い
る
。
三
浦
は
数
回
「
口
を
滑
ら
せ
て
」
兒
玉
へ
の
憎
悪

を
覗
か
せ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
未
必
の
殺
意
が
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。 

 

 

あ
ん
な
奴
を
殺
し
た
罪
は
必
ず
仲
間
は
許
し
て
呉
れ
る
だ

ら
う
。
あ
の
兒
玉
は
全
日
本
鉄
道
従
業
員
組
合
が
盛
で
あ
つ

た
頃
は
ス
パ
イ
を
し
て
ゐ
た
の
だ
。
私
が
彼
を
や
つ
つ
け
た

原
因
が
た
と
へ
そ
の
為
で
は
な
か
つ
た
に
し
ろ
…
… 

 

 

全
世
界
の
労
働
者
の
申
合
せ
の
中
に
「
裏
切
者
は×

し
て

も
い
い
」
と
い
ふ
文
句
が
あ
る
。
そ
の
申
合
せ
か
ら
す
れ
ば

（
勝
手
の
や
う
だ
が
）
私
の
行
動
は
結
果
と
し
て
さ
う
悪
い
こ

と
で
は
な
い
と
思
ふ
。 

 

い
け
な
い
。
余
計
な
お
喋
り
を
し
て
終
つ
た
。
こ
の
二
三

行
の
文
句
は
嘘
だ
と
思
つ
て
忘
れ
て
呉
れ
た
方
が
有
難
い
。 

 

手
紙
を
読
む
長
持
は
三
浦
と
同
じ
考
え
の
持
ち
主
で
、「
一
つ
の

邪
魔
も
の
を
消
し
て
呉
れ
た
」「
尊
い
犠
牲
者
」
と
し
て
三
浦
三
平

に
感
謝
す
る
。
こ
の
よ
う
に
法
網
を
潜
り
続
け
る
三
浦
は
、「
自
分

を
潔
く
法
律
の
手
に
ゆ
だ
ね
た
」「
汽
鑵
車
」
の
小
菅
と
は
対
照
的

な
人
物
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

次
に
、
中
島
が
言
及
し
て
い
る
「
奇
抜
な
死
体
処
理
方
法
に
恋

愛
」
に
注
目
し
た
い
。「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
の
死
体
処
理
法
は

原
作
「
汽
鑵
車
」
と
変
わ
ら
な
い
が
、
「
汽
鑵
車
」
で
は
「
頭
蓋
骨

の
割
れ
た
屍
は
汽
関
車
の
炉
口
に
投
げ
込
ま
れ
た
」「
権
次
郎
の
割

れ
た
頭
蓋
骨
が
石
炭
と
一
緒
に
燃
え
て
ゐ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ

た
」
と
手
短
に
描
写
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
人
を
喰
つ
た
機
関

車
」
で
は
、
死
体
を
炉
口
に
入
れ
る
場
面
は
生
々
し
く
描
か
れ
て

お
り
、
三
浦
が
兒
玉
の
燃
え
て
い
る
死
体
と
対
面
す
る
グ
ロ
テ
ス

ク
な
場
面
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
が
全
く
登
場
し
な

い
「
汽
鑵
車
」
と
は
対
照
的
に
、
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
で
は
お

京
を
め
ぐ
る
三
浦
、
兒
玉
、
長
持
の
恋
愛
争
奪
戦
が
描
か
れ
て
お

り
、
語
り
手
が
実
は
長
持
で
、
お
京
の
夫
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

オ
チ
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
「
芸
術
大
衆
化
に
関
す
る

決
議
」
で
は
、
恋
愛
は
「
主
題
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
把
握
を
歪
曲



 

 

す
る
」
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
当
時
の

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
壇
で
は
「
通
俗
的
」
と
さ
れ
て
い
た
要
素
が
「
人

を
喰
つ
た
機
関
車
」
に
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、

掲
載
誌
『
新
青
年
』
の
性
格
に
合
わ
せ
た
結
果
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。 一

方
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
と
探
偵
小
説
に
は
、
ロ
ジ
ッ
ク
（
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
の
場
合
は
マ
ル
ク
ス
理
論
、
探
偵
小
説
の
場
合

は
推
理
）
を
用
い
て
読
者
を
真
相
・
真
実
に
誘
導
す
る
、
と
い
う

共
通
性
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
探
偵
小
説
の
語
り

手
が
「
読
者
諸
君
」
に
語
り
か
け
、
読
者
に
も
推
理
で
き
る
よ
う

な
手
掛
か
り
を
示
す
の
と
同
様
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
の
語
り
手

は
読
者
に
向
け
て
作
中
出
来
事
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
解
説
を
行
い
、

無
産
階
級
の
読
者
に
階
級
意
識
と
闘
争
心
を
植
え
付
け
よ
う
と
す

る
。「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
で
は
、
岩
藤
は
殺
人
事
件
の
真
相
究

明
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
解
説
も
忘
れ
ず
に
加

え
て
い
る
。「
私
た
ち
の
時
代
が
一
歩
一
歩
近
づ
い
て
来
る
の
を
意

識
し
て
胸
の
ふ
く
れ
る
喜
び
」
を
語
っ
た
「
十
二
月
の
記
憶
」
の

終
わ
り
と
、「
私
た
ち
の
苦
し
い
生
活
の
謎
も
や
が
て
は
、
解
き
得

る
未
来
が
来
る
」
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
強
い
「
生
活
意
志
」
を
讃

え
る
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
の
終
わ
り
は
驚
く
程
よ
く
似
て
い

る
の
で
あ
る
。 

こ
の
階
級
意
識
丸
出
し
の
終
わ
り
方
に
違
和
感
を
覚
え
る
現
代

読
者
も
い
よ
う
が
、「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
は
当
時
の
探
偵
小
説

壇
か
ら
概
ね
好
評
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
川
乱
歩
は
本
作
を

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
風
の
匂
ひ
を
持
つ
た
怪
奇
犯
罪
文
学
と
し
て
優

れ
た
作
」
と
し
て
称
賛
し
た
（
１
９
）
。
さ
ら
に
、
三
年
後
に
書
か
れ

た
大
阪
圭
吉
「
と
む
ら
ひ
機
関
車
」
（
『
ぷ
ろ
ふ
い
る
』
一
九
三
四

年
九
月
号
）
の
冒
頭
（
左
）
は
、
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
（
右
）

へ
の
明
ら
か
な
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。 

 

 

私
の
勤
め
て
ゐ
る
駅
の
機
関
庫
に
「
人
喰
機
関
車
」
と
称

ば
れ
て
ゐ
る
古
い
型
の
機
関
車
が
あ
り
ま
す
。
正
面
の
円
い

面
…
…
あ
す
こ
は
カ
ガ
ミ
と
名
づ
け
ら
れ
て
ゐ
ま
す
…
…
の

真
鍮
板
に
は
、N

o
.
 6
2
8
4
5
,
 

と
イ
ン
ク
色
に
番
号
が
打
た
れ

て
あ
り
ま
す
。 

 

私
の
勤
め
て
ゐ
た
Ｈ
駅
の
あ
の
扇
形
を
し
た
機
関
庫
に
…

…
あ
れ
は
普
通
に
ラ
ウ
ン
ド
・
ハ
ウ
ス
と
言
は
れ
て
ゐ
ま
す

が
…
…
其
処
に
、
大
勢
の
掛
員
達
か
ら
「
葬
式
機
関
車
」
と

呼
ば
れ
て
ゐ
る
、
黒
々
と
燻
け
た
、
古
い
、
大
き
な
姿
体
の

機
関
車
が
あ
り
ま
す
。
形
式
、
番
号
は
、D

5
0

・4
4
4

号
で
、

［
中
略
］
堂
々
た
る
貨
物
列
車
用
の
炭
水
車
付
機
関
車
な
ん
で

す
。 

 

「
と
む
ら
ひ
機
関
車
」
で
は
、「
一
番
轢
殺
事
故
を
よ
く
起
す
粗
忽

屋
」
で
あ
る
た
め
「
葬
式
機
関
車
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
機
関
車
が
、



 

 

毎
週
日
曜
日
の
早
朝
に
豚
を
轢
き
殺
す
と
い
う
謎
の
事
件
に
見
舞

わ
れ
る
。
こ
の
事
件
の
真
相
は
、
機
関
庫
助
役
の
推
理
と
、
機
関

手
に
恋
心
を
寄
せ
て
自
殺
し
た
象
皮
病
の
女
性
の
手
紙
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
る
。
機
関
車
に
ま
つ
わ
る
謎
の
事
件
や
そ
の
真
相
を

明
か
す
手
紙
と
い
っ
た
要
素
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
大
阪
は
「
人

を
喰
つ
た
機
関
車
」
に
は
な
い
〈
推
理
〉
の
要
素
を
「
と
む
ら
ひ

機
関
車
」
に
加
え
て
い
る
。 

こ
う
い
っ
た
違
い
に
、
探
偵
小
説
の
専
門
作
家
で
あ
る
大
阪
と

非
専
門
作
家
の
岩
藤
の
差
が
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
、「
人
を
喰
つ
た

機
関
車
」
が
本
格
的
な
探
偵
小
説
で
は
な
い
と
は
言
え
、
後
の
鉄

道
ミ
ス
テ
リ
ー
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
さ
れ
る
ほ
ど
の
反
響
が
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。 

 

二
、
「
赤
い
灯
」
に
お
け
る
〈
表
現
法
〉
と
〈
思
想
〉 

 

鮎
川
哲
也
は
、「
幻
の
探
偵
作
家
を
求
め
て
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
環

と
し
て
、「
ミ
ス
テ
リ
ー
も
喰
っ
た
闘
士
・
岩
藤
雪
夫
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
岩
藤
特
集
を
組
み
、
息
子
の
岩
藤
守
雄
と
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、
そ
し
て
作
品
の
「
赤
い
灯
」
（
『
創
作
月
刊
』
一
九
二
九
年

一
月
号
）
を
ミ
ス
テ
リ
ー
雑
誌
『
Ｅ
Ｑ
』
（
一
九
九
五
年
三
月
号
）

に
掲
載
し
た
。「
赤
い
灯
」
は
、
食
べ
る
物
を
求
め
て
飛
び
続
け
る

雁
の
群
を
描
い
た
作
品
で
、
鳥
た
ち
が
難
破
船
に
舞
い
降
り
て
、

労
働
者
の
溺
死
体
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
飢
え
を
凌
ぐ
場
面
が

小
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
猟
奇
的
な
場
面

は
ミ
ス
テ
リ
ー
雑
誌
向
き
と
も
言
え
る
が
、
渡
り
鳥
の
視
点
か
ら

海
上
労
働
者
の
過
酷
な
現
実
を
捉
え
た
「
赤
い
灯
」
は
む
し
ろ
新

感
覚
派
を
想
起
さ
せ
る
手
法
で
書
か
れ
て
お
り
、
岩
藤
の
作
品
の

中
で
は
異
色
作
で
あ
る
と
言
え
る
。 

お
そ
ら
く
、
掲
載
誌
が
『
文
芸
戦
線
』
で
は
な
く
、
新
人
の
作

品
発
表
の
場
と
し
て
創
刊
さ
れ
、
勝
本
清
一
郎
が
「
一
般
的
修
業

雑
誌
」
と
し
て
『
文
章
倶
楽
部
』
『
創
作
時
代
』
と
共
に
挙
げ
て
い

る
（
２
０
）
『
創
作
月
刊
』
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
自
由
な
発

想
の
作
品
の
誕
生
を
可
能
に
し
た
と
言
え
よ
う
。「
赤
い
灯
」
の
発

表
の
二
ヶ
月
後
、
形
式
主
義
文
学
論
争
の
代
表
的
な
文
章
で
あ
る

横
光
利
一
の
「
形
式
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
と
勝
本
清
一
郎

の
「
内
容
と
形
式
の
関
係
」
も
こ
の
『
創
作
月
刊
』
（
三
月
号
）
に

掲
載
さ
れ
た
。 

形
式
主
義
文
学
論
争
は
一
九
二
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
続
い

た
が
、
「
赤
い
灯
」
の
発
表
前
後
の
論
争
は
、
「
言
葉
の
芸
術
で
あ

り
、
思
想
に
最
も
近
い
芸
術
で
あ
る
文
学
は
、
他
の
芸
術
よ
り
も
、

そ
の
形
式
と
比
較
し
て
内
容
が
そ
の
中
に
於
い
て
よ
り
多
く
の
意

義
を
有
し
て
ゐ
る
」
と
主
張
し
た
ア
ナ
ト
リ
ー
・
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス

キ
ー
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
文
芸
批
評
の
任
務
に
関
す
る
テ
ー
ゼ
」

（
蔵
原
惟
人
訳
、
『
戦
旗
』
一
九
二
八
年
九
月
号
）
を
中
心
に
展
開

し
た
。
蔵
原
と
平
林
初
之
輔
と
勝
本
清
一
郎
は
マ
ル
ク
ス
主
義
文

芸
批
評
家
の
立
場
か
ら
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
論
を
補
足
し
、
横
光



 

 

利
一
は
「
形
式
と
は
、
リ
ズ
ム
を
持
つ
た
意
味
の
通
じ
る
文
字
の

羅
列
」
「
内
容
は
形
式
を
通
じ
て
見
た
る
読
者
の
幻
想
」（
２
１
）
「
形

式
が
あ
つ
て
内
容
が
発
す
る
」（
２
２
）

等
と
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
立

場
か
ら
反
論
し
た
。
こ
の
論
争
は
、
他
に
中
河
与
一
、
池
谷
信
三

郎
、
久
野
豊
彦
、
犬
養
健
、
小
宮
山
明
敏
な
ど
多
く
の
文
人
を
巻

き
込
ん
だ
。 

一
方
、
横
光
は
こ
の
論
争
の
中
で
、
一
部
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
作
品
は
「
新
感
覚
派
の
作
風
を
も
つ
て
来
た
」
と
評
価
し
て
い

る
。
葉
山
嘉
樹
の
「
淫
売
婦
」
、
平
林
た
い
子
の
「
殴
る
」（
２
３
）
、

そ
し
て
岩
藤
の
「
赤
い
灯
」
で
あ
る
。 

 

文
芸
戦
線
に
現
れ
た
、「
鉄
」
の
作
者
岩
藤
雪
夫
氏
は
、
そ

の
点
常
に
よ
く
末
梢
神
経
が
何
故
に
大
切
で
あ
る
か
と
云
ふ

こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
作
家
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
此
の
作
家
は

必
ず
大
成
す
る
作
家
だ
と
私
は
思
つ
て
ゐ
る
［
中
略
］
同
じ

作
者
が
前
に
書
い
た
「
赤
い
灯
」
は
、
文
芸
戦
線
中
の
作
家

の
中
で
は
、
稀
に
見
る
優
れ
た
芸
術
的
才
能
を
現
は
し
て
ゐ

た
。
そ
れ
は
何
ぜ
か
、
末
梢
神
経
が
絶
え
ず
中
枢
神
経
に
確

実
な
報
告
を
し
て
ゐ
た
か
ら
だ
（
２
４
）
。 

 

「
赤
い
灯
」
と
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
「
新
感
覚
派
文
学
の
研
究
」

（
『
文
芸
創
作
講
座
』
春
秋
社
、
一
九
二
八
年
十
二
月
〜
二
九
年
九

月
）
で
は
、
「
末
梢
神
経
」
は
「
構
成
の
あ
ら
ゆ
る
末
梢
的
な
部
分

に
ま
で
も
、
わ
れ
わ
れ
の
全
感
覚
を
打
ち
こ
」
む
「
神
経
の
鋭
い

配
慮
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
２
５
）
。
横
光
は
「
赤
い
灯
」
の
ど
う

い
う
と
こ
ろ
に
「
末
梢
神
経
」
の
働
き
と
「
優
れ
た
芸
術
的
才
能
」

を
見
出
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
赤

い
灯
」
の
〈
新
感
覚
派
〉
的
な
表
現
法
が
そ
の
答
え
の
手
掛
か
り

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
本
節
で
は
、
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
が
「
内

容
」
の
不
可
欠
要
素
と
し
て
挙
げ
て
い
る
〈
思
想
〉
と
、
横
光
が

「
形
式
」
の
不
可
欠
要
素
と
し
て
挙
げ
て
い
る
「
文
字
」「
言
葉
」「
句
」

（
２
６
）

す
な
わ
ち
〈
表
現
〉
に
着
目
し
、
岩
藤
雪
夫
が
「
赤
い
灯
」

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
中
間
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と

新
感
覚
派
の
越
境
）
の
道
を
切
り
拓
い
た
か
を
考
察
し
た
い
。 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
新
感
覚
派
の
表
の
対
立
と
は
裏
腹
に
、

そ
の
表
現
法
が
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
島
村
輝
は
、「
蟹

工
船
」
の
「
表
現
の
面
で
の
斬
新
さ
」
を
指
摘
し
、
小
林
多
喜
二

が
「
断
片
化
さ
れ
た
映
像
的
な
描
写
、
突
飛
と
も
思
わ
れ
る
よ
う

な
過
剰
な
比
喩
、
身
体
に
直
接
訴
え
か
け
る
よ
う
な
感
覚
的
表
現
」

な
ど
「
『
新
感
覚
派
』
の
方
法
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
」
を
用
い
て

い
る
と
主
張
し
た
（
２
７
）
。
岩
藤
研
究
で
も
、
津
田
孝
は
「
赤
い
灯
」

や
「
ガ
ト
フ
・
フ
セ
グ
ダ
ア
」
（
『
文
芸
戦
線
』
一
九
二
八
年
十
二

月
号
）
に
着
目
し
、
「
『
新
感
覚
派
』
的
な
表
現
は
、
岩
藤
雪
夫
の

初
期
作
品
に
も
か
な
り
見
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
２
８
）
。 

〈
新
感
覚
派
〉
と
い
う
一
括
り
に
す
る
の
は
い
さ
さ
か
乱
暴
で
は



 

 

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
先
行
研
究
に
拠
っ
て
「
赤
い
灯
」
の

所
謂
〈
新
感
覚
派
〉
的
な
表
現
を
見
て
い
き
た
い
。
そ
の
一
つ
目

に
、
作
中
に
登
場
す
る
「
風
は
巣
を
毀
さ
れ
た
熊
蜂
の
や
う
に
乱

脈
に
唸
つ
て
ゐ
た
」「
幾
本
か
の
赤
松
が
、
狂
ひ
女
の
頭
髪
の
や
う

な
根
つ
子
株
を
空
に
向
け
て
倒
れ
て
ゐ
た
」
等
、
島
村
氏
の
い
う

「
突
飛
と
も
思
わ
れ
る
よ
う
な
過
剰
な
比
喩
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
二
つ
目
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
を
は
じ
め

と
す
る
雁
た
ち
の
擬
人
法
的
な
描
き
方
で
あ
る
。 

 

彼
の
後
に
は
五
羽
の
妻
が
、
其
後
に
は
息
子
達
夫
婦
や
孫

達
夫
婦
が
、
中
央
に
は
此
春
孵
つ
た
ば
か
り
の
雛
共
が
、
凡

て
の
信
頼
を
彼
の
上
に
凭
れ
か
け
て
飛
ん
で
ゐ
た
。
彼
は
そ

の
無
形
の
信
頼
に
突
き
の
め
さ
れ
る
や
う
に
あ
は
て
て
ゐ
た
。 

 

三
つ
目
に
、
雁
た
ち
の
群
翔
を
描
く
映
像
的
・
映
画
的
な
文
体

が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
一
羽
の
雁
か
ら
広
大
な
海
岸
風
景
へ
と

引
い
て
い
く
、
終
わ
り
の
カ
メ
ラ
・
ア
イ
的
な
視
点
の
移
動
は
印

象
的
で
あ
る
。 

 

パ
イ
ロ
ツ
ト
は
空
に
嘴
を
立
て
て
喜
ば
し
気
に
啼
い
た
。

従
ふ
一
群
も
そ
れ
に
和
し
て
空
一
杯
に
啼
き
連
れ
た
。
瞰
下

の
湾
曲
し
た
海
岸
に
は
渚
に
添
つ
て
走
り
廻
る
漁
夫
の
姿
が

黒
豆
よ
り
も
小
さ
く
、
点
綴
さ
れ
て
行
く
港
街
の
赤
い
灯
に

交
つ
て
眺
ら
れ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
、
岩
藤
が
「
新
感
覚
派
の
作
風
を
持
つ

て
来
た
」
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
分
析

と
し
て
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
岩
藤
自
身
の
作
品
に
お
け
る
位
置
づ

け
、
そ
し
て
本
作
を
賞
賛
し
た
横
光
利
一
と
の
文
学
的
な
繋
が
り

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
掘
り
下
げ
た
考
察
を
行
い
た
い
。 

「
赤
い
灯
」
で
描
か
れ
て
い
る
〈
生
存
競
争
〉
は
、
岩
藤
の
諸
作

に
よ
く
見
ら
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
餌
を
巡
る
カ
モ
メ

と
カ
ラ
ス
の
熾
烈
な
争
い
が
、「
ガ
ト
フ
・
フ
セ
グ
ダ
ア
」
で
も
「
鷗

供
養
」
（
『
週
刊
朝
日
』
一
九
二
九
年
十
一
月
二
十
四
日
）
で
も
描

か
れ
て
い
る
。
津
田
孝
は
「
赤
い
灯
」
の
鳥
達
の
生
存
競
争
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
赤
い
灯
」
で
は
、
そ
れ
が
自
然
の
厳
し
さ
に
対
す
る
雁
の

群
の
た
た
か
い
と
し
て
え
が
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
鳥
た
ち
の
世
界
の
生
存
競
争
で
あ
る
が
、
作
者
は
人
間
世

界
に
お
け
る
階
級
闘
争
の
問
題
、
と
く
に
労
働
者
に
と
っ
て

の
飢
え
の
問
題
と
重
ね
て
作
品
化
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
（
２
９
）
。 

 

「
赤
い
灯
」
と
同
じ
テ
ー
マ
を
全
く
別
の
手
法
で
取
り
上
げ
た
作

品
に
、
岩
藤
の
半
自
伝
的
作
品
「
僕
の
胃
の
腑
」
（
『
中
央
公
論
』



 

 

一
九
三
〇
年
一
月
号
、
の
ち
「
胃
の
腑
」
と
改
題
）
が
あ
る
。
こ

の
作
品
で
岩
藤
は
、
腹
の
足
し
を
求
め
て
転
々
と
し
て
き
た
自
分

の
半
生
を
振
り
返
り
、
食
を
求
め
て
流
民
化
し
た
何
万
人
も
の
日

本
の
失
業
者
の
生
活
に
話
を
広
げ
て
い
く
。「
み
ん
な
が
勇
ま
し
く

パ
ン
の
あ
る
所
に
突
進
す
れ
ば
い
い
ん
だ
」
と
い
う
大
衆
へ
の
呼

び
か
け
を
も
っ
て
小
説
は
終
わ
る
。 

餌
を
求
め
て
海
の
上
を
飛
び
続
け
る
「
赤
い
灯
」
の
〈
渡
り
鳥
〉

は
明
ら
か
に
、
自
分
と
家
族
の
腹
を
満
た
す
た
め
に
日
本
各
地
を

さ
す
ら
う
〈
渡
り
者
〉
の
労
働
者
の
比
喩
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
雁
が
労
働
者
の
溺
死
体
と
対
面
す
る
小
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
で
は
、「
鳥
イ
コ
ー
ル
労
働
者
」
と
い
う
構
図
が
崩
れ
、
む
し
ろ

鳥
の
視
点
を
通
じ
て
労
働
者
の
悲
惨
な
現
実
が
相
対
化
さ
れ
て
い

る
。
一
羽
の
雁
は
労
働
者
た
ち
の
死
体
を
冷
静
に
見
つ
め
、
そ
の

漂
っ
て
い
る
状
態
や
色
合
い
か
ら
「
も
う
絶
対
に
動
か
な
い
者
で

あ
る
事
」
を
確
認
す
る
と
そ
の
肉
を
食
べ
始
め
る
。
こ
こ
で
、「
見

る
も
の
」
と
「
見
ら
れ
る
も
の
」
に
分
化
し
た
鳥
と
労
働
者
は
、

雁
が
人
間
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
び
一
つ
に
な
る
。
雁
た
ち

が
人
間
の
屍
肉
を
啄
ば
む
こ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
場
面
が
、
一
九
九

〇
年
代
の
ミ
ス
テ
リ
ー
雑
誌
に
「
赤
い
灯
」
が
再
掲
さ
れ
た
所
以

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
面
は
残
酷
な
だ
け
で

は
な
い
。「
甘
ま
渋
い
味
の
す
る
白
み
が
か
つ
た
三
箇
の
羽
を
持
た

な
い
人
間
の
肉
は
、
三
十
二
羽
の
雁
を
飢
餓
と
疲
労
か
ら
救
」
い
、

群
の
存
続
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
小
説
の
終
わ
り
に
、
海
で

死
ん
だ
仲
間
を
残
し
て
空
に
飛
び
立
つ
雁
た
ち
の
姿
と
、
海
で
死

ん
だ
仲
間
の
こ
と
を
忘
れ
て
陸
を
走
り
回
る
人
間
た
ち
の
姿
は
同

質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
仲
間
を
亡
く
し
て
も
、〈
群
〉
は
明
日
の
食

を
求
め
て
闘
い
続
け
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
も
う
一
度
横
光
利
一
の
本
作
に
対
す
る
評
価
に
戻
り
た

い
。「
赤
い
灯
」
と
横
光
の
作
品
と
の
間
に
接
点
を
見
出
す
こ
と
は

可
能
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
横
光
の
評
論
を
見
て
み
よ
う
。「
形
式
と

思
想
」
（
『
讀
賣
新
聞
』
一
九
二
八
年
十
一
月
二
十
七
日
〜
二
十
八

日
）
に
お
け
る
、
〈
本
能
〉
と
〈
思
想
〉
に
関
す
る
横
光
の
言
説
は

次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

本
能
は
そ
れ
自
身
の
位
置
か
ら
発
生
す
る
感
覚
的
衝
動
で

あ
り
、
思
想
は
、
そ
れ
自
身
の
位
置
か
ら
眺
め
た
他
人
の
行

動
の
批
判
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
わ
れ
わ
れ
は
他
人
の
行
動
を

批
判
せ
ん
と
す
る
と
き
、
先
づ
自
身
の
本
能
を
発
動
さ
せ
、

後
、
他
人
の
行
動
を
眺
め
る
の
だ
。 

 

「
感
覚
活
動
」
（
『
文
芸
時
代
』
一
九
二
五
年
二
月
号
）
で
は
、
横

光
は
「
認
識
と
は
悟
性
と
感
性
と
の
綜
合
体
」
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
そ
れ
で
は
、
岩
藤
の
「
赤
い
灯
」
に
お
け
る
〈
感
覚
活
動
〉

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
理
性
で
は
な
く
〈
本
能
〉

に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
雁
た
ち
が
、
五
感
情
報
と
五
感
の
記
憶
を

元
に
僅
か
な
悟
性
を
働
か
せ
物
事
を
認
識
す
る
場
面
に
そ
れ
が
最



 

 

も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

彼
は
長
い
生
活
の
中
に
美
し
く
色
ど
ら
れ
た
船
を
覚
え
て

ゐ
る
。
投
げ
与
へ
ら
れ
た
珍
味
な
餌
を
も
味
覚
の
底
に
記
憶

し
て
ゐ
る
。 

 

年
か
さ
の
雁
達
に
は
、
此
の
揺
れ
て
ゐ
る
黒
影
が
、
よ
く

海
上
を
魔
者
の
や
う
に
黒
い
細
い
雲
を
吐
き
な
が
ら
歩
い
て

ゐ
る
汽
船
の
一
部
分
で
あ
る
事
が
解
つ
た
。
そ
し
て
人
間
と

言
ふ
者
が
海
を
渡
る
自
分
ら
に
よ
く
食
物
を
投
げ
て
呉
れ
た

り
、
又
陸
上
で
は
鋭
い
響
を
発
す
る
器
具
で
仲
間
兄
弟
を
落

し
て
捕
へ
る
所
の
強
い
能
力
を
持
つ
者
で
あ
る
事
も
知
つ
て

ゐ
た
。 

 

彼
は
こ
の
三
箇
の
人
間
の
体
が
、
よ
く
山
間
の
沼
や
河
や
、

海
の
沖
に
静
か
に
漂
つ
て
ゐ
る
の
と
同
じ
状
態
で
あ
り
、
同

じ
色
合
で
あ
る
所
か
ら
、
も
う
絶
対
に
動
か
な
い
者
で
あ
る

事
を
知
つ
た
。 

 

横
光
利
一
は
「
形
式
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
中
で
、「
わ
れ
わ
れ
【
識

字
者
】
は
そ
の
内
容
を
、
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
と
知
覚
と
に
従
つ
て
、

そ
の
文
字
で
あ
る
物
体
の
形
式
か
ら
、
山
な
ら
山
、
海
な
ら
海
と

云
ふ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
の
だ
」
と
書
い
て
い
る
。
一
方
、〈
文

字
〉
を
持
た
な
い
「
赤
い
灯
」
の
雁
た
ち
は
、
そ
の
〈
感
覚
〉
と

本
能
に
頼
る
し
か
な
い
。
餌
の
味
、
銃
声
の
音
、
溺
死
体
の
色
合

い
、
そ
の
「
川
魚
の
腹
の
や
う
」
な
触
感
。
こ
の
五
感
情
報
は
、

作
品
の
〈
文
字
〉
列
か
ら
読
者
の
〈
感
覚
〉
へ
と
迫
真
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
雁
た
ち
が
「
自
身
の
本
能
を
発
動
さ
せ
」
、
「
自
身
の
位

置
か
ら
」
人
間
界
を
眺
め
る
描
写
に
よ
っ
て
、
本
作
の
思
想
は
無

理
な
く
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
「
赤
い
灯
」
は
、
「
人
を
喰
つ

た
機
関
車
」
の
終
わ
り
の
よ
う
に
説
明
や
解
説
を
も
っ
て
読
者
の

〈
悟
性
〉
に
訴
え
る
作
品
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
描
写
に
よ
っ
て

読
者
の
〈
感
覚
〉
に
訴
え
る
作
品
な
の
で
あ
る
。
前
述
の
「
新
感

覚
派
文
学
の
研
究
」
で
も
、「
読
者
の
感
覚
に
ひ
し
ひ
し
と
迫
真
し

て
行
く
」
こ
と
（
３
０
）
、
そ
し
て
読
者
の
〈
悟
性
〉
に
訴
え
る
説
明

で
は
な
く
、〈
感
覚
〉
に
訴
え
る
描
写
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。 こ

こ
で
、
同
じ
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
「
僕
の
胃
の
腑
」
と
「
赤
い

灯
」
の
大
き
な
違
い
に
気
づ
く
。「
僕
の
胃
の
腑
」
は
労
働
者
で
あ

る
〈
僕
〉
の
視
点
か
ら
作
品
の
「
内
容
」
（
階
級
問
題
）
を
捉
え
て

い
る
の
に
対
し
、
「
赤
い
灯
」
は
鳥
と
い
う
〈
他
者
〉
の
視
点
か
ら

「
内
容
」
を
捉
え
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
僕
の
胃
の
腑
」
は

階
級
問
題
を
〈
主
観
〉
的
に
捉
え
て
い
る
の
に
対
し
、
「
赤
い
灯
」

は
そ
れ
を
〈
客
観
〉
的
に
捉
え
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
蔵
原
惟
人
が
掲
げ
る
「
階
級
的
で
あ
る
と
同
時
に
客

観
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の
眼
」（
３
１
）

と
い
う
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学



 

 

の
理
想
に
適
っ
て
い
る
。
一
方
、
〈
他
者
〉
の
目
か
ら
描
く
「
赤
い

灯
」
の
手
法
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
よ
り
も
、
横

光
の
手
法
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
動
物
の
目
を
通
し
て
人
間
社
会
を
描
く
と
い
う
「
赤

い
灯
」
の
手
法
は
、
横
光
の
い
く
つ
か
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。『
文

章
世
界
』
の
投
稿
欄
で
佳
作
に
選
ば
れ
た
横
光
の
初
期
作
品
「
神

馬
」
（
一
九
一
七
年
七
月
号
）
で
は
、
日
露
戦
争
で
「
弾
丸
雨
飛
の

間
を
く
ぐ
つ
て
来
た
」
神
馬
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
馬
の
目
を
通

し
て
、
神
社
を
参
拝
し
た
人
間
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
手
法
の
最
も
有
名
な
作
例
で
あ
る
「
蠅
」
（
『
文
藝
春
秋
』
一
九

二
三
年
五
月
号
）
で
は
、
飛
翔
動
物
の
視
点
か
ら
人
間
を
描
い
て

い
る
点
、
人
間
が
死
ん
で
動
物
が
助
か
る
点
、
動
物
が
飛
ん
で
い

く
映
像
的
な
終
わ
り
方
等
が
「
赤
い
灯
」
と
類
似
し
て
い
る
。「
蠅
」

で
は
人
間
と
馬
と
蠅
の
命
、
そ
し
て
「
赤
い
灯
」
で
は
人
間
と
雁

の
命
が
序
列
な
く
等
価
に
描
か
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
も
共
通
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

も
う
一
つ
の
共
通
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、〈
飛
行
〉
の
テ
ー
マ
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
和
田
博
文
に
よ
る
と
、「
定
期
旅
客
輸
送

が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
二
八
年
」
で
、「
そ
れ
か
ら
二
〜
三
年
の
間

に
、
多
く
の
文
学
者
が
飛
行
機
に
搭
乗
し
、
そ
の
体
験
を
作
品
化

し
て
い
っ
た
」
よ
う
で
あ
る
（
３
２
）
。
こ
の
「
定
期
旅
客
輸
送
に
よ

っ
て
、
地
上
か
ら
飛
行
機
を
見
上
げ
る
視
線
は
、
飛
行
機
か
ら
地

上
を
見
下
ろ
す
視
線
に
、
一
八
〇
度
変
化
し
た
」
と
和
田
氏
は
述

べ
て
い
る
（
３
３
）
。
横
光
は
一
九
三
〇
年
九
月
に
菊
池
寛
等
と
日
本

航
空
輸
送
株
式
会
社
の
飛
行
機
に
乗
り
、
東
京
か
ら
大
阪
や
福
岡

経
由
で
大
連
へ
行
っ
た
が
、「
下
を
見
て
み
る
。
飛
行
機
の
上
で
書

く
」
面
白
さ
に
つ
い
て
書
簡
で
綴
っ
て
い
る
（
３
４
）
。 

〈
飛
行
機
〉
で
は
な
く
〈
雁
〉
を
描
い
た
「
赤
い
灯
」
は
、
一
見

モ
ダ
ン
な
も
の
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ

ろ
う
か
。
横
光
の
「
鳥
」（
『
改
造
』
一
九
三
〇
年
二
月
号
）
で
は
、

主
人
公
は
飛
行
機
に
乗
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
身
体
に
、
羽
根
が
生

え
た
［
中
略
］
鳥
に
な
つ
た
」
気
分
を
味
わ
う
。
逆
に
、「
赤
い
灯
」

で
は
、
先
頭
を
飛
ぶ
雁
に
つ
け
ら
れ
た
「
パ
イ
ロ
ツ
ト
」
と
い
う

名
称
に
は
、
飛
行
機
を
想
起
さ
せ
る
狙
い
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
作
の
終
わ
り
等
に
見
ら
れ
る
、
上
空
か
ら
地
上
を
俯
瞰
し
た
描

写
は
モ
ダ
ン
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
天
空
」
か
ら
「
地
上
」

を
見
る
と
や
は
り
〈
他
者
〉
の
視
点
に
立
っ
て
物
語
の
「
内
容
」

を
捉
え
て
い
る
。 

な
お
、
横
光
は
「
芋
」
（
『
週
刊
朝
日
』
一
九
二
九
年
三
月
一
日
）

の
中
で
、
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
場
面
を
書
い
て
い
る
。 

 

漁
師
町
は
鰯
の
た
め
に
賑
は
ひ
出
し
た
。
若
い
女
の
爪
の

や
う
に
桃
色
の
渚
が
柔
か
に
、
曲
つ
て
ゐ
た
。
鰯
の
腹
が
広

大
な
面
積
を
拡
げ
て
横
た
は
つ
た
。
入
江
の
空
で
は
日
の
光

が
硝
子
の
や
う
に
交
り
合
つ
た
。
そ
の
並
ん
だ
鰯
の
小
径
の

間
を
、
問
屋
の
主
人
は
オ
ー
ト
バ
イ
で
駆
け
廻
つ
た
［
中
略
］



 

 

鳥
は
投
槍
の
や
う
に
魚
を
か
す
め
て
舞
ひ
上
つ
た
。 

 
入
江
と
漁
師
町
、
人
間
と
鳥
と
魚
、
そ
し
て
空
と
光
が
織
り
成

す
こ
の
描
写
に
、
横
光
と
岩
藤
の
あ
る
種
の
共
通
し
た
感
覚
を
窺

う
事
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
岩
藤
は
階
級
的
か
つ
客
観
的
な

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の
眼
」
を
持
ち
つ
つ
、
横
光
の
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム

の
影
響
を
受
け
た
「
形
式
」
で
社
会
主
義
的
な
「
内
容
」
を
書
い

て
い
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

本
論
で
は
、
岩
藤
雪
夫
の
越
境
的
な
作
品
を
考
察
し
て
き
た
。

芸
術
大
衆
化
論
争
で
知
ら
れ
る
〈
階
級
性
〉
と
〈
大
衆
性
〉
の
鬩

ぎ
合
い
を
視
野
に
入
れ
た
「
人
を
喰
つ
た
機
関
車
」
で
は
、
岩
藤

は
「
非
人
間
化
」
と
「
近
代
化
」
と
い
う
〈
機
械
〉
の
両
義
性
を

活
か
し
、
自
ら
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
「
十
二
月
の
記
憶
」
に
探

偵
小
説
、
ピ
カ
レ
ス
ク
小
説
、
映
画
と
い
っ
た
大
衆
文
化
の
要
素

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
娯
楽
雑
誌
『
新
青
年
』
に
相
応
し

い
、
現
代
の
目
か
ら
見
れ
ば
「
ミ
ド
ル
ブ
ラ
ウ
小
説
」
に
一
脈
通

じ
る
作
品
に
仕
上
げ
た
。
一
方
、
形
式
主
義
文
学
論
争
の
真
っ
最

中
に
発
表
さ
れ
た
「
赤
い
灯
」
で
は
、
岩
藤
雪
夫
は
〈
内
容
〉
（
思

想
）
と
〈
形
式
〉
（
表
現
）
の
鬩
ぎ
合
い
を
視
野
に
収
め
、
動
物
の

目
か
ら
人
間
界
を
描
い
た
横
光
利
一
の
小
説
や
上
空
か
ら
地
上
を

見
下
ろ
し
た
飛
行
文
学
な
ど
、〈
他
者
の
視
点
〉
か
ら
書
か
れ
た
同

時
代
作
品
の
〈
形
式
〉
で
階
級
的
な
〈
内
容
〉
を
描
く
こ
と
に
よ

り
、
横
光
に
も
絶
賛
さ
れ
た
作
風
に
仕
上
げ
た
。
こ
う
い
っ
た
岩

藤
の
越
境
へ
の
挑
戦
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
忘
れ
ら
れ
た
作
家
の

歩
み
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
文
壇
の
混
沌
と
ジ
ャ
ン
ル
の
混
淆
も

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
形
式
と
内
容
」
や
「
芸
術
性
と
大
衆
性
」

の
鬩
ぎ
合
い
を
一
概
に
対
立
構
図
の
み
で
捉
え
ず
、
そ
の
中
間
を

目
指
し
た
創
作
の
原
動
力
に
も
な
り
得
る
と
い
う
認
識
を
持
て
ば
、

論
争
の
文
学
史
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
越
境

的
な
創
作
の
文
学
史
も
そ
こ
に
見
え
て
く
る
。 

 

注 （
１
）
蔵
原
惟
人
「
理
論
的
な
三
四
の
問
題
（
三
）
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』

一
九
二
八
年
十
一
月
二
十
八
日
）
。 

（
２
）
竹
内
瑞
穂
「
大
衆
化
を
め
ぐ
る
〈
交
通
〉

―
井
東
憲
『
上
海
夜

話
』
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
探
偵
小
説
の
試
み
」
（
『
日
本
文
学
』

五
十
八
巻
十
一
号
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）
。 

（
３
）
浦
西
和
彦
「
解
説
」（
岩
藤
雪
夫
『
新
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
精
選

集
八 

賃
金
奴
隷
宣
言
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
。 

（
４
）
岩
藤
雪
夫
「
経
験
と
材
料
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
」
（
『
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
芸
術
教
程 

第
３
輯
』
世
界
社
、
一
九
三
〇
年
四
月
）
。 

（
５
）
横
光
利
一
「
形
式
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
（
『
創
作
月
刊
』
一

九
二
九
年
三
月
号
）
。 



 

 

（
６
）
中
島
河
太
郎
編
『
新
青
年
傑
作
選
第
三
巻 

恐
怖
・
ユ
ー
モ
ア
小
説

編
』（
立
風
書
房
、
一
九
六
九
年
）
、
鮎
川
哲
也
編
『
鉄
道
ミ
ス
テ
リ

ー
傑
作
集 

下
り
〝
は
つ
か
り
〟
』（
光
文
社
カ
ッ
パ
・
ノ
ベ
ル
ス
、

一
九
七
五
年
）
、
川
本
三
郎
編
『
モ
ダ
ン
都
市
文
学
５ 

観
光
と
乗
物
』

（
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
。 

（
７
）
中
島
河
太
郎
「
解
題
」（
『
新
青
年
傑
作
選
第
三
巻 

恐
怖
・
ユ
ー
モ

ア
小
説
編
』
立
風
書
房
、
一
九
六
九
年
、
四
〇
八
頁
）
。 

（
８
）
鮎
川
哲
也
編
『
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
傑
作
集 

下
り
〝
は
つ
か
り
〟
』

（
光
文
社
カ
ッ
パ
・
ノ
ベ
ル
ス
、
一
九
七
五
年
）
五
六
頁
。 

（
９
）
８
に
同
じ
。 

（
１
０
）
平
林
た
い
子
「
労
芸
脱
退
理
由
」
（
『
讀
賣
新
聞
』
一
九
三
〇
年

七
月
六
日
）
、
「
文
芸
戦
線
の
一
派
遂
に
乱
闘
を
演
ず 

脱
退
組
の
黒

島
氏
を
連
出
し
て
幹
部
連
の
刃
傷
騒
ぎ
」（
『
朝
日
新
聞
夕
刊
』
一
九

三
〇
年
十
一
月
二
十
六
日
）
。 

（
１
１
）
佐
藤
元
状
『
グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン 

あ
る
映
画
的
人
生
』
（
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）
二
八
頁
。 

（
１
２
）「
機
械
の
時
代
の
本
格
化
、
大
量
生
産
と
大
量
消
費
の
経
済
活
動
、

自
動
車
の
普
及
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
開
始
、
カ
フ
ェ
ー
の
繁
盛
な
ど
な

ど
、
都
市
の
［
中
略
］
文
化
状
況
の
変
化
に
『
新
青
年
』
は
、
総
合

読
物
雑
誌
と
し
て
は
い
ち
速
く
反
応
し
」
た
と
鈴
木
貞
美
は
書
い
て

い
る
（
『
新
青
年
』
研
究
会
編
『
「
新
青
年
」
読
本
全
一
巻

―
昭
和

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
』
作
品
社
、
一
九
八
八
年
、
七
八
頁
）
。 

（
１
３
）
原
口
隆
行
『
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
の
系
譜
』（
交
通
新
聞
社
、
二
〇

一
六
年
）
一
三
九
頁
。 

（
１
４
）
永
嶺
重
敏
『
怪
盗
ジ
ゴ
マ
と
活
動
写
真
の
時
代
』
（
新
潮
新
書
、

二
〇
〇
六
年
）
四
八
頁
。 

（
１
５
）
著
者
不
明
「
犯
罪
小
説
の
流
行 

最
近
出
版
界
の
現
象 

読
書
界

の
低
級
趣
味
」
（
『
門
司
新
報
』
一
九
一
二
年
十
月
二
十
五
日
）
。 

（
１
６
）
前
田
河
広
一
郎
「
文
壇
蟻
地
獄
」
（
『
新
潮
』
一
九
二
四
年
十
二

月
号
）
。 

（
１
７
）
７
に
同
じ
、
四
〇
九
頁
。 

（
１
８
）
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
中
央
委
員
会
「
芸
術
大
衆
化
に

関
す
る
決
議
」
（
『
戦
旗
』
一
九
三
〇
年
七
月
号
）
。 

（
１
９
）
江
戸
川
乱
歩
「
日
本
の
探
偵
小
説
」（
『
日
本
探
偵
小
説
傑
作
集
』

春
秋
社
、
一
九
三
五
年
）
序
文
の
た
め
頁
番
号
な
し
。 

（
２
０
）
勝
本
清
一
郎
「
一
九
二
八
年
の
小
説
」
（
『
新
潮
』
一
九
二
八
年

十
二
月
号
）
。 

（
２
１
）
横
光
利
一
「
文
芸
時
評
」
（
『
文
藝
春
秋
』
一
九
二
八
年
十
一
月

号
）
。 

（
２
２
）
横
光
利
一
「
形
式
論
へ
の
批
判 

犬
養
、
中
河
、
勝
本
、
小
宮
山

氏
へ
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
二
九
年
二
月
十
七
日
）
。 

（
２
３
）
２
１
に
同
じ
。 

（
２
４
）
横
光
利
一
「
文
芸
時
評(

三)

」
（
『
讀
賣
新
聞
』
一
九
二
九
年
三

月
十
四
日
）
。 

（
２
５
）「
新
感
覚
派
文
学
の
研
究
」
は
横
光
利
一
の
署
名
で
刊
行
さ
れ
て

い
る
が
、
近
年
の
研
究
で
は
、
横
光
の
著
作
で
あ
る
か
は
疑
わ
れ
て



 

 

い
る
。
引
用
は
『
定
本
横
光
利
一
全
集
第
１
４
巻
』
（
河
出
書
房
新

社
、
一
九
八
二
年
）
三
五
三
頁
に
拠
っ
た
。 

（
２
６
）
５
に
同
じ
。 

（
２
７
）
島
村
輝
「
『
新
感
覚
派
』
は
『
感
覚
的
』
だ
っ
た
の
か
？
」（
『
立

命
館
言
語
文
化
研
究
』
二
〇
一
一
年
三
月
）
。
な
お
、
佐
藤
清
文
は

「
蟹
工
船
」
と
「
海
に
生
く
る
人
々
」（
「
同
時
代
的
時
点 

小
林
多
喜

二
の
『
蟹
工
船
』
」
（
『
北
の
文
学
』
第
五
十
七
号
、
二
〇
〇
八
年
十

一
月
）
）
、
篠
田
浩
一
郎
は
「
海
に
生
く
る
人
々
」
（
「
『
海
に
生
く
る

人
々
』
と
『
上
海
』

―
近
代
小
説
は
い
か
に
書
か
れ
た
か 

第
三

回
」
（
『
使
者
』
第
七
号
、
一
九
八
〇
年
十
月
）
）
の
表
現
の
斬
新
さ

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。 

（
２
８
）
津
田
孝
「
解
説
」（
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集
１
０ 

「
文
芸

戦
線
」
作
家
集
１
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
三
九
五
頁
。 

（
２
９
）
２
８
に
同
じ
、
三
九
五
～
三
九
六
頁
。 

（
３
０
）
２
５
に
同
じ
、
三
七
二
頁
。 

（
３
１
）
蔵
原
惟
人
「
最
近
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
学
と
新
作
家
」（
『
改
造
』

一
九
二
九
年
新
年
号
）
。 

（
３
２
）
和
田
博
文
『
飛
行
の
夢

1
7
8
3
-
1
9
4
5

』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
五

年
）
一
七
五
頁
。 

（
３
３
）
３
２
に
同
じ
、
一
七
七
頁
。 

（
３
４
）
横
光
千
代
子
宛
書
簡
、
一
九
三
〇
年
九
月
十
三
日
（
『
定
本
横
光

利
一
全
集
第
１
６
巻
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
七
年
、
一
一
三
頁
）
。 

 

謝
辞 石

田
仁
志
先
生
か
ら
は
横
光
利
一
と
新
感
覚
派
に
つ
い
て
重
要

な
示
唆
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

（
れ
っ
き
ー
・
り
ち
ゃ
ー
ど
・
う
ぃ
り
あ
む
／ 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
） 


